
「
ナ
く
」

（
好
）
「
こ
の
む
」
（
好
）
か
ら
見
た
長
明
と
兼
好

類
義
語
な
ど
使
用
す
る
際
の
「
価
値
評
価
」
意
識
に
基
づ
き
な
が
ら

堀

川
　
　
善
　
　
正

は

し

が

き

　
さ
き
に
拙
稿
「
『
狂
言
縛
語
』
と
長
明
の
文
芸
観
（
数
寄
）
　
方
丈
記
『
満

沙
弥
ガ
風
情
云
々
』
と
関
わ
っ
て
　
　
」
に
お
い
て
、
「
数
寄
」
の
こ
と
も
少

々
考
察
し
た
が
、
そ
の
「
数
寄
」
は
動
詞
「
す
く
」
の
連
用
形
の
名
詞
化
し
た

も
の
で
、
現
在
「
す
く
」
は
普
通
、
漢
字
「
好
」
が
当
て
ら
れ
、
こ
の
「
好
」

は
ま
た
「
こ
の
む
」
と
も
訓
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
「
す
く
」
「
こ

の
む
」
の
問
に
は
一
応
、
「
親
愛
の
気
持
ち
、
接
近
を
欲
す
る
意
」
の
ご
と
き

類
似
・
共
通
し
た
意
義
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
よ
く
考
え
る
と
、
徴
妙
た
差

異
、
い
や
比
較
・
対
蹴
的
な
意
味
・
用
法
さ
え
有
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
類
似
し
て
い
て
対
蹴
的
な
、
基
本
的
心
情
語
「
す

く
」
「
こ
の
む
」
な
ど
を
実
際
使
用
す
る
際
に
は
、
そ
の
使
用
す
る
人
（
ま
た

人
々
）
の
生
活
態
度
・
人
生
観
・
価
値
観
・
性
格
等
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
両
語

　
　
　
　
　
「
す
く
」
（
好
）
「
こ
の
む
」
（
好
）
か
ら
見
た
長
明
と
兼
好

（
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
内
容
・
用
法
た
ど
含
む
）
は
比
較
さ
れ
て
、
好
悪
・
軽
重

等
の
価
値
評
価
が
個
六
に
ー
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
も
の
、
す
な
わ
ち
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

近
か
な
家
畜
「
犬
」
「
猫
」
に
っ
い
て
も
、
「
犬
好
き
の
猫
嫌
い
」
や
「
猫
好
き

　
○の
犬
嫌
い
」
の
人
な
ど
、
ま
た
食
器
類
で
も
、
箸
と
フ
ォ
ー
ク
・
ス
プ
ー
ソ
等

に
、
慣
れ
・
好
み
な
ど
さ
ま
ざ
ま
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
価
値
評
価
さ
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
た
逆
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
の
よ
う
な
価
値
評
価
を
与

え
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
れ
た
り
に
、
そ
の
人
の
態
度
・
性
格
な
ど
の
一
斑

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
、
と
愚
考
す
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
先
ず
「
す
く
」
「
こ
の
む
」
の
意
味
内
容
・
用
法
の
特

色
な
ど
を
一
応
明
確
に
し
、
次
に
両
語
を
使
用
す
る
際
、
長
明
・
兼
好
が
そ
れ

ぞ
れ
の
語
を
比
較
し
て
、
い
か
な
る
価
値
評
価
を
与
え
て
い
る
か
、
ま
た
そ
の

理
由
を
も
考
察
し
、
さ
て
、
そ
の
観
点
か
ら
、
こ
の
両
人
の
態
度
・
性
格
の
特

色
ま
で
を
瞥
見
、
探
究
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
る
。



　
　
　
　
　
「
す
く
」
（
好
）
「
こ
の
む
」
（
好
）
か
ら
見
た
長
明
と
兼
好

　
　
　
　
　
一
、
「
す
く
」
「
こ
の
む
」
の
意
味
内
容
．
用
法
の

　
　
　
　
　
特
色
に
つ
い
て
　
　
「
好
」
（
漢
語
）
も

＠
「
す
く
」

　
「
す
く
」
の
意
味
内
容
・
用
法
の
特
色
と
し
て
は
、
ま
ず
文
献
的
に
奈
良
時

代
に
は
見
ら
れ
ず
、
平
安
女
流
文
学
作
品
に
初
出
で
あ
る
こ
と
、
す
た
わ
ち
、

「
恋
・
好
色
」
の
意
と
し
て
、

・
昔
の
若
人
は
、
さ
る
す
げ
る
物
思
ひ
を
な
ん
し
げ
る
。
（
『
伊
勢
物
語
』
１
四

　
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

・
玉
す
だ
れ
糸
の
た
え
ま
に
人
を
見
て
す
げ
る
心
は
お
も
ひ
か
げ
て
き
（
『
拾
遺

　
集
』
１
恋
一
、
読
人
不
知
）

　
　
　
、
　
　
、

。
す
き
た
る
罪
重
か
る
べ
し
。
（
『
源
氏
物
語
』
１
帝
木
）

の
ご
と
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
し
て
初
期
は
、
右
の
例
の
よ
う
に
い
わ
ゆ
る
目
的
語
〔
対
象
物
〕
を
明
示

し
た
い
含
み
の
あ
る
、
し
か
も
「
る
」
「
た
る
」
（
完
了
・
存
在
）
の
付
い
た
存

続
態
の
表
現
で
、
　
　
そ
の
理
由
は
後
に
触
れ
る
か
、
　
　
後
世
に
な
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

・
な
ん
じ
ら
い
や
し
き
も
の
の
身
と
し
て
、
連
歌
に
す
く
事
き
の
ど
く
た
事
じ

　
や
。
（
『
虎
寛
本
狂
言
』
鰭
包
丁
）
－
…
・
興
味

　
　
　
ｏ

・
甘
庶
に
す
い
て
自
１
尾
至
レ
本
と
て
甘
も
た
い
処
か
ら
食
ぞ
。
（
『
蒙
求
抄
』
１

　
四
）
…
…
同
右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
　
〇

・
い
っ
れ
も
道
を
す
く
と
云
て
、
花
や
か
な
る
方
は
聞
え
ざ
る
也
。
（
『
古
今
連

談
集
』
１
下
）
…
…
愛
着
・
好
む
・
嗜
む
意

　
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

・
甘
い
を
す
い
て
ま
ゐ
る
衆
も
御
座
り
、
又
、
辛
い
を
す
く
衆
も
御
座
る
所
で
、

（
『
虎
寛
本
狂
言
』
、
伯
母
が
酒
）
…
…
同
右

の
ご
と
く
、
格
助
詞
「
に
」
や
「
を
」
を
伴
っ
て
、
そ
の
対
象
物
を
示
す
よ
う

　
　
　
　
（
注
１
）

に
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
「
す
く
」
を
、
前
掲
の
例
の
ほ
か
、

・
す
き
給
は
ざ
ら
む
も
、
情
な
く
、
さ
う
ざ
う
し
か
る
べ
し
。
（
『
源
氏
物
語
』

　
１
夕
顔
）
…
…
恋
・
好
色

・
す
い
た
る
人
は
、
心
か
ら
、
や
す
か
る
ま
じ
き
わ
ざ
な
り
げ
り
。
　
（
同
－
真

　
木
柱
）
：
…
・
同
右

・
関
白
殿
、
三
月
廿
一
日
に
「
こ
と
下
襲
縫
は
せ
給
ひ
げ
る
ほ
ど
に
お
そ
き
た

　
り
。
い
と
す
き
給
へ
り
な
。
」
（
『
枕
草
子
』
１
二
七
八
）
…
：
風
流
・
風
雅

・
す
こ
し
、
匁
よ
び
や
は
ら
ぎ
過
ぎ
て
、
す
い
た
る
方
に
引
か
れ
給
へ
り
。

　
（
『
源
氏
物
語
』
１
匂
宮
）
…
…
同
右

な
ど
の
用
例
か
ら
も
考
え
て
み
る
と
き
、
そ
の
意
味
の
特
色
は
、
も
と
も
と
気

に
入
っ
て
い
る
も
の
〔
１
１
荘
漢
た
る
対
象
物
　
　
ま
ず
「
人
間
」
、
そ
れ
か
ら

「
風
物
」
た
ど
も
〕
に
、
デ
リ
ヶ
－
ト
に
左
右
さ
れ
や
す
い
専
一
・
没
我
的
な

な
り
ふ
り
か
ま
わ
ぬ
有
様
で
、
執
心
・
合
体
的
に
心
引
か
れ
、
対
象
物
に
訴
え

る
よ
う
に
自
然
と
自
分
の
方
か
ら
動
き
接
近
し
て
ゆ
く
、
本
能
的
で
少
し
露
骨



な
心
情
の
、
無
分
別
・
無
意
志
的
い
ち
ず
執
念
的
な
状
態
の
性
格
に
あ
る
と
愚

　
（
注
２
）

考
す
る
。
そ
れ
で
、
前
述
し
た
初
期
の
「
す
く
」
の
用
例
に
い
わ
ゆ
る
目
的
語

〔
ヲ
格
〕
を
明
示
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
本
能
的
で
少
し
露
骨

な
心
情
の
言
明
を
和
語
的
女
性
用
語
的
に
和
ら
げ
る
よ
う
、
な
お
荘
漢
た
る
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

象
物
は
直
接
志
向
的
に
は
表
現
し
に
く
く
、
「
す
け
る
」
「
す
き
た
る
」
と
状
態

的
に
表
現
さ
れ
が
ち
で
あ
る
た
め
と
思
う
が
、
ま
た
、
こ
の
没
我
的
・
い
ち
ず

執
念
的
な
「
す
く
」
の
性
格
は
、
現
代
語
の
「
す
く
」
に
ま
で
認
め
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
「
す
く
」
は
、
情
意
表
現
「
○
○
が
す
き
だ
」
の
ご

と
き
形
状
言
（
「
対
象
語
」
を
有
す
る
）
に
な
り
や
す
く
、
し
か
も
格
助
詞

　
　
　
　
（
注
３
）

「
が
」
の
性
格
（
い
わ
ゆ
る
現
象
文
に
も
用
い
ら
れ
、
あ
り
の
ま
ま
的
・
無
分

別
的
で
あ
る
な
ど
）
と
も
応
じ
て
、
そ
の
特
色
を
、
よ
り
発
揮
す
る
。
例
え
ぱ
、

　
　
　
　
　
ｏ
　
　
ｏ
　
　
ｏ

「
あ
な
た
が
す
き
だ
。
」
は
、

　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
ｏ
　
　
ｏ
　
　
ｏ
　
　
ｏ

　
「
あ
な
た
が
す
き
で
、
た
ま
ら
な
い
。
」
（
執
心
の
状
態
）

と
圭
言
え
る
が
、
も
し
「
あ
な
た
を
…
」
な
ら
、
そ
の
無
分
別
性
は
減
少
し
て
、

二
に
ま
ら
な
い
」
な
ど
の
表
現
は
後
に
付
き
に
く
く
な
る
。
か
く
し
て
、
　
「
す

く
」
の
没
我
的
、
い
ち
ず
執
念
的
な
性
格
は
、
格
助
詞
１
が
」
の
性
格
と
通
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
４
）

る
面
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
は
ま
た
、
ひ
い
て
は
仏
語
「
観
念
」
の
「
念
」
（
心

を
集
中
し
て
思
い
、
長
く
持
ち
こ
た
え
る
、
な
ど
）
の
性
格
に
も
、
一
脈
通
じ

る
面
が
あ
る
も
の
と
愚
考
し
て
い
る
。

　
そ
の
う
え
ま
た
、
「
す
く
」
は
、
そ
の
「
い
ち
ず
ニ
ァ
リ
ヶ
ー
ト
な
求
訴
的

　
　
　
　
　
「
す
く
」
（
好
）
「
こ
の
む
」
（
好
）
か
ら
見
た
長
明
と
兼
好

な
性
格
」
か
ら
破
調
性
を
も
帯
び
、
結
局
そ
れ
は
、
「
能
く
こ
と
わ
り
を
き
は

む
る
道
」
（
『
発
心
集
』
）
と
も
さ
れ
る
和
歌
の
性
格
、
す
た
わ
ち
漢
詩
と
は
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
　
　
（
注
５
）

な
っ
て
、
デ
リ
ヶ
－
ト
な
情
緒
で
「
対
」
を
も
破
る
、
い
ち
ず
求
訴
・
執
心
的

な
性
格
と
も
通
じ
て
お
り
、
こ
の
た
め
、

。
古
ノ
歌
仙
ハ
皆
ス
ケ
ル
ナ
リ
。
然
者
能
因
ハ
、
人
二
、
ス
キ
タ
マ
ヘ
。
ス
キ

　
ヌ
レ
バ
秀
歌
ハ
ヨ
ム
ト
ゾ
申
ケ
ル
。
（
清
輔
『
袋
草
子
』
）

。
大
か
た
、
歌
は
数
寄
の
源
也
。
心
の
す
き
て
よ
む
べ
き
な
り
。
し
か
も
太
神

宮
の
神
主
は
、
心
清
く
す
き
て
和
歌
を
こ
の
む
べ
き
な
り
。
（
『
西
行
上
人
談

　
抄
』
）

の
例
の
ご
と
く
、
「
す
き
」
と
「
和
歌
」
と
に
、
密
接
な
関
わ
り
が
認
め
ら
れ

る
も
の
、
と
愚
考
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
す
く
」
の
名
詞
化
し
た
「
す
き
」
（
数
寄
）
は
、
や
は

り
前
述
「
す
く
」
の
意
味
に
基
づ
き
、
先
ず
「
恋
、
好
色
、
ま
た
、
そ
の
さ

ま
」
の
音
心
で
、

。
さ
ぼ
れ
、
な
ほ
ざ
り
の
御
す
き
に
は
あ
り
と
も
…
（
『
源
氏
物
語
』
１
宿
木
）

。
す
こ
し
は
す
き
も
習
は
ぱ
や
。
（
同
－
蜻
蛉
）

。
男
の
す
き
と
い
ふ
も
の
は
、
昔
よ
り
か
し
こ
き
人
な
く
、
こ
の
道
に
は
乱
る

　
る
た
め
し
ど
も
侍
り
け
り
。
（
『
夜
の
寝
覚
』
！
二
）

の
ご
と
く
用
い
ら
れ
る
ほ
か
、
　
「
風
流
・
風
雅
へ
の
執
心
」
の
意
で
、

・
只
今
の
す
き
は
、
あ
ぢ
き
な
く
ぞ
侍
る
。
（
『
宇
津
保
物
語
』
１
蔵
開
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



　
　
　
　
　
「
す
く
」
（
好
）
「
こ
の
む
」
（
好
）
か
ら
見
た
長
明
と
兼
好

・
人
の
す
き
と
情
と
は
、
年
月
に
添
へ
て
衰
へ
ゆ
く
故
な
り
。
（
『
無
名
抄
』
）

・
寄
枕
ど
も
見
ん
と
て
、
す
き
に
事
寄
せ
て
あ
づ
ま
の
方
へ
行
き
げ
り
。
（
同
）

の
よ
う
に
も
用
い
ら
れ
、
ま
た
、

・
明
後
目
数
寄
徴
行
事
示
合
（
『
明
月
記
』
１
安
貞
三
年
三
月
一
五
目
）

・
む
か
し
は
す
き
と
い
へ
ぱ
、
歌
の
事
に
人
の
心
え
侍
り
。
…
…
（
中
略
）
…

　
…
然
る
を
、
今
茶
の
湯
を
お
し
出
し
て
、
数
寄
と
い
ふ
は
、
歌
道
の
す
た
れ

　
た
る
ゆ
へ
な
り
。
（
『
戴
恩
記
』
１
下
）

の
ご
と
く
「
風
流
・
風
雅
の
道
で
あ
る
和
歌
・
茶
の
湯
」
の
こ
と
を
も
意
味
し

て
い
る
。
し
か
し
て
な
お
注
目
す
べ
き
は
、
後
述
（
九
頁
）
す
る
が
、
長
明
の

『
発
心
集
』
な
ど
で
、
「
す
き
」
（
数
寄
）
が
宗
教
的
「
解
脱
」
へ
の
入
口
と
も

解
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
と
思
う
。

　
か
く
し
て
名
詞
化
し
た
「
す
き
」
（
数
寄
）
は
、
「
す
く
」
の
原
義
に
基
づ
き
、

も
と
も
と
、
好
色
的
で
少
し
露
骨
な
ほ
ど
、
対
象
物
に
心
引
か
れ
て
求
訴
・
執

心
的
に
徹
し
た
、
い
ち
ず
な
意
味
を
、
そ
の
基
盤
・
中
核
に
持
っ
て
い
た
が
ら
、

他
面
や
は
り
、
そ
の
い
ち
ず
求
訴
的
な
意
が
、
よ
り
進
ん
で
、
風
流
・
風
雅
な

ど
高
尚
か
っ
深
遠
・
透
徹
し
た
意
、
ま
た
、
そ
の
固
定
化
・
形
態
化
し
た
意
を

も
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
、
と
愚
考
す
る
の
で
あ
る
。

似
「
こ
の
む
」

　
次
に
「
こ
の
む
」
は
、
前
述
「
す
く
」
と
は
異
た
り
、
一
例
で
は
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

『
万
喋
集
』
に
も
用
例
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
０

・
さ
す
竹
の
犬
宮
人
は
今
も
か
も
人
な
ぶ
り
の
み
こ
の
み
く
許
能
美
Ｖ
た
る
ら

　
む
（
巻
一
五
、
三
七
五
八
く
中
臣
宅
守
Ｖ
）

と
あ
り
、
し
か
も
、
最
初
か
ら
、
　
「
人
な
ぶ
り
」
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
目
的
語

（
格
助
詞
「
ヲ
」
格
）
を
と
る
形
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
も
「
好
色
・

恋
」
で
は
た
く
、
　
「
興
味
・
嗜
好
」
の
意
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
「
こ
の
む
」
の
特
色
は
、
右
の
例
や
ま
た
、

・
な
べ
て
な
ら
ず
、
も
て
ひ
が
み
た
る
事
こ
の
み
給
ふ
御
心
な
れ
ぱ
、
御
耳
と

　
ど
ま
ら
む
を
や
。
（
『
源
氏
物
語
』
１
若
紫
）
－
…
興
味
・
嗜
好

　
　
　
　
　
　
◎

・
今
め
か
し
事
を
こ
の
み
た
る
わ
た
り
に
て
、
…
（
同
－
花
宴
）
…
・
－
同
右

・
上
は
よ
ろ
づ
の
事
に
す
ぐ
れ
て
絵
を
興
あ
な
物
に
お
ぽ
し
た
り
。
た
て
て
■

　
の
ま
せ
給
へ
ぱ
に
や
、
二
な
く
書
か
せ
給
ふ
。
（
同
－
絵
合
）
…
興
味
・
趣
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

・
心
の
底
ま
で
好
か
ず
し
て
、
た
だ
人
ま
ね
に
道
を
好
む
が
故
な
ん
め
り
。

　
（
『
無
名
抄
』
）
・
－
…
同
右

・
こ
の
男
の
家
に
は
前
栽
こ
の
み
て
造
り
げ
れ
ば
、
お
も
し
ろ
き
菊
な
ど
…
：
・

　
（
『
平
中
物
語
』
１
一
九
）
…
…
趣
向
・
風
流

な
ど
の
用
例
か
ら
考
え
る
と
き
、
　
「
す
く
」
と
同
様
、
「
親
愛
・
接
近
を
欲
す

る
」
性
格
を
有
し
て
い
る
も
の
の
、
気
に
入
り
取
り
上
げ
た
も
の
〔
対
象
物
ｌ

１
「
人
」
と
は
限
ら
ず
広
く
一
般
的
に
〕
を
、
分
別
・
主
体
的
に
、
自
分
の
方

へ
引
き
よ
せ
動
か
し
た
い
意
で
、
　
（
こ
の
た
め
、
い
わ
ゆ
る
目
的
語
〔
「
ヲ
」



格
〕
を
と
る
形
に
な
る
の
で
あ
り
、
）
そ
の
対
象
物
に
左
右
さ
れ
た
り
動
じ
た

り
せ
ず
、
執
着
性
も
余
り
た
い
、
っ
ま
り
「
す
く
」
の
意
を
基
盤
に
は
有
し
な

が
ら
も
、
理
性
的
分
別
性
や
自
主
・
能
動
的
な
動
作
性
の
意
を
勝
義
的
に
持
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
６
）

て
い
る
語
と
愚
考
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
「
こ
の
む
」
の
分
別
．
理

性
的
、
主
体
的
た
性
格
は
、
ま
た
現
代
語
の
「
こ
の
む
」
に
ま
で
認
め
ら
れ
、

一
般
に
「
こ
の
む
」
は
情
意
表
現
（
い
わ
ゆ
る
対
象
語
「
が
」
格
を
有
す
る
）

の
意
に
は
な
り
に
く
い
。
そ
れ
で
、
形
容
詞
「
こ
の
ま
し
い
」
に
お
い
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
ｏ
　
　
ｏ
　
　
ｏ
　
　
◎

前
述
「
す
く
」
の
場
合
と
は
異
な
り
、
一
般
に
１
、
「
あ
な
た
洲
こ
の
ま
し
い
。
」

　
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
ｏ
　
　
ｏ
　
　
◎
　
　
ｏ

ま
た
「
あ
な
た
が
こ
の
ま
し
く
て
た
ま
ら
な
い
。
」
な
ど
と
は
言
わ
ず
、
普
通

　
　
　
　
　
　
◎
　
　
ｏ
　
　
ｏ
　
　
ｏ
　
　
ｏ

「
あ
な
た
は
、
こ
の
ま
し
い
。
」
と
な
る
。
っ
ま
り
「
こ
の
む
」
は
、
「
が
」
で

は
な
く
、
　
「
Ａ
は
、
○
○
で
す
。
」
の
ご
と
き
説
明
文
に
見
ら
れ
る
「
は
」
（
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
３
参
）

助
詞
）
の
、
分
別
主
体
的
に
選
び
上
げ
る
性
格
に
通
じ
る
面
、
ま
た
、
ひ
い
て

　
　
　
　
（
注
４
参
）

は
仏
語
「
観
念
」
の
「
観
」
（
広
く
深
く
、
静
か
に
見
る
こ
と
。
落
ち
着
き
決

定
し
て
心
眼
で
見
る
、
な
ど
）
の
性
格
に
も
一
脈
通
じ
る
面
が
認
め
ら
れ
る
、

と
愚
考
す
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
「
こ
の
む
」
は
、
そ
の
分
別
・
理
性
的
、
主
体
的
な
性
格
か
ら
非
専

一
的
で
余
裕
が
あ
り
、
「
程
々
」
（
１
１
「
よ
き
ほ
ど
」
）
を
尊
ぶ
意
、
調
和
的
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い

意
に
た
り
や
す
く
、
結
局
そ
れ
は
、
漢
詩
（
和
歌
と
異
な
り
、
　
「
対
」
に
よ
り

調
和
的
音
少
味
を
表
現
）
の
性
格
に
通
じ
、
「
す
く
」
よ
り
も
漢
語
「
好
」
（
特
に

動
詞
の
場
合
）
に
近
く
、
漢
語
直
訳
的
か
つ
男
性
用
語
的
で
あ
り
、
ま
た
こ
の

　
　
　
　
　
「
す
く
」
（
好
）
「
こ
の
む
」
（
好
）
か
ら
見
た
長
明
と
兼
好

　
　
　
つ
い

た
め
、
対
的
・
詩
的
な
、
い
わ
ゆ
る
「
ま
す
ら
を
ぶ
り
」
の
『
万
葉
集
』
に
一

例
で
は
あ
る
が
、
前
掲
の
ご
と
く
見
ら
れ
た
も
の
と
思
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
　
「
こ
の
む
」
の
名
詞
化
し
た
「
こ
の
み
」
も
、
や
は
り
前
述
し

た
「
こ
の
む
」
の
性
格
の
た
め
か
、
「
す
き
」
（
数
寄
）
の
ご
と
き
「
恋
・
好
色
」

の
意
は
な
く
、

・
こ
の
方
の
御
こ
の
み
に
１
は
も
て
離
れ
給
は
ざ
り
げ
り
。
（
『
源
氏
物
語
』
１
夕

　
顔
）

・
上
の
好
に
下
は
随
ふ
間
、
世
の
あ
や
う
き
事
を
か
な
し
ん
で
、
心
あ
る
人
々

　
は
歎
き
あ
へ
り
。
（
『
平
家
物
語
』
１
一
二
、
六
代
被
斬
）

・
人
の
あ
り
さ
ま
を
あ
ま
た
見
合
は
せ
む
の
こ
の
み
な
ら
ね
ど
、
…
…
（
『
源
氏

　
物
語
』
１
帯
木
）

な
ど
の
よ
う
に
、
主
に
「
嗜
好
・
注
文
・
希
望
」
の
意
で
、
そ
し
て
ま
た
、

・
取
出
し
た
る
一
品
は
、
昔
蒔
絵
の
織
部
彩
、
好
み
を
尽
せ
し
三
ツ
組
の
、
懐

　
中
盃
下
重
ね
、
…
：
・
（
人
情
本
『
春
色
梅
児
誉
美
』
）

・
本
舞
台
、
三
間
の
問
、
引
抜
き
の
障
子
屋
体
。
中
足
に
て
好
み
あ
り
、
左
右

　
の
柴
垣
庭
先
の
模
様
よ
ろ
し
く
、
－
…
・
（
歌
舞
伎
『
梅
柳
若
葉
加
賀
染
』
１

　
大
詰
）
…
…
意
匠
を
俳
優
に
ま
か
せ
る
こ
と

の
ご
と
き
「
趣
向
・
風
流
」
、
ま
た
歌
舞
伎
用
語
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
か
く
し
て
「
こ
の
み
」
は
、
「
す
き
」
（
数
寄
）
と
は
異
な
り
、
好
色
的
た
露

骨
な
意
も
、
ま
た
高
尚
か
っ
深
遠
な
意
も
余
り
見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
、
ほ
ど
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



　
　
　
　
　
「
す
く
」
（
好
）
「
こ
の
む
」
（
好
）
か
ら
見
た
長
明
と
兼
好

ど
（
中
庸
的
）
に
調
和
し
た
体
裁
の
よ
さ
・
格
好
よ
さ
と
い
っ
た
意
が
う
か
が

わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
「
こ
の
む
」
に
っ
い
て
見
て
く
る
と
、
「
色
（
女

色
）
〈
ヲ
Ｖ
こ
の
む
」
と
い
う
の
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
意
味
か
、
気
に
か
か

る
。
こ
こ
で
、
　
「
色
こ
の
む
」
ま
た
「
色
ご
の
み
」
を
、
好
色
の
意
の
「
す
き

者
」
と
比
べ
た
が
ら
考
え
た
い
。
し
か
し
て
こ
れ
は
、
前
述
「
す
く
」
ま
た

「
こ
の
む
」
の
語
の
意
味
か
ら
す
る
と
、
「
色
こ
の
む
」
「
色
ご
の
み
」
は
、
多

○感
的
た
選
択
眼
を
有
す
る
目
本
的
情
趣
（
道
徳
面
な
ど
一
応
間
わ
た
い
）
や
、

穏
当
な
程
よ
き
教
養
面
に
基
づ
い
て
異
性
を
選
び
捜
し
求
め
る
こ
と
で
、
　
「
上

品
」
と
高
く
評
価
さ
れ
が
ち
で
あ
る
　
　
そ
れ
も
、
熱
心
に
求
め
過
ぎ
る
と
、

浮
気
的
傾
向
に
な
る
と
思
わ
れ
る
　
　
の
に
対
し
、
　
「
す
き
者
」
は
、
異
性
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

ら
誰
で
も
と
、
色
こ
く
て
露
骨
・
執
心
的
で
、
多
情
的
な
も
の
　
　
そ
の
た
め

自
然
と
浮
気
的
傾
向
に
な
る
　
　
と
し
て
、
だ
い
た
い
「
下
品
」
と
低
く
理
解

・
評
価
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
て
、
両
者
は
一
応
、
こ
の
よ
う
に
対
蹴
的
な
意
を
有

し
て
い
る
と
考
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
『
伊
勢
物
語
』
五
十
八
段
は
、
冒
頭
、

地
の
文
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
む
か
し
、
心
っ
き
て
色
好
み
な
る
お
と
こ
、
長
岡
と
い
ふ
所
に
…
…
…

に
お
い
て
は
、
男
は
、
情
趣
的
選
択
眼
を
も
っ
て
女
を
捜
し
求
め
る
「
色
好

み
」
と
し
て
、
む
し
ろ
上
品
に
高
く
評
価
さ
れ
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
続
い
て
、

六

女
の
詞
の
、

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
「
い
み
じ
の
す
き
者
の
し
わ
ざ
や
。
」

で
は
、
男
は
、
「
い
み
じ
く
」
色
こ
い
「
す
き
も
の
」
と
し
て
低
く
評
価
さ
れ
、

か
ら
か
わ
れ
て
い
る
表
現
と
理
解
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
同
六
十
一
段
の
、
女
の
詞
の
、

　
　
「
こ
れ
は
、
色
好
む
と
い
ふ
す
き
者
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
７
）

に
っ
い
て
は
、
従
来
い
ろ
い
ろ
の
説
が
見
ら
れ
る
が
、
私
は
や
は
り
、
女
が
男

を
か
ら
か
い
評
し
た
詞
と
し
て
、

　
こ
の
男
は
、
「
情
趣
を
わ
き
ま
え
て
、
よ
い
女
を
選
び
捜
し
求
め
て
い
る
」

　
（
色
ご
の
み
）
と
噂
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
実
は
、
「
女
な
ら
誰
で
も
」
と

　
い
う
、
度
を
越
し
て
多
情
な
「
色
濃
き
す
き
者
」
で
、
く
だ
ら
な
い
「
犬
好

　
色
漢
」
だ
。

の
ご
と
き
意
に
解
し
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
「
色
好
み
の
女
」
（
選
択
眼
を
も
っ
て
男
を
捜
し
求
め
る
女
）
は
、

関
係
し
た
男
に
と
っ
て
、
　
「
昔
、
お
と
こ
、
色
好
み
た
り
げ
る
女
に
逢
へ
り
げ

　
　
◎
　
　
ｏ
　
　
◎
　
　
ｏ
　
　
◎
　
　
ｏ

り
。
う
し
ろ
め
た
く
や
思
ひ
げ
ん
。
」
（
三
十
七
段
）
の
ご
と
く
不
安
な
も
の
に

な
る
、
と
愚
考
さ
れ
る
。
　
　
し
か
し
て
、
　
こ
の
よ
う
な
「
色
ご
の
み
」
と

「
す
き
者
」
の
意
味
評
価
の
差
は
、
両
語
が
併
用
さ
れ
、
対
比
的
な
文
脈
で
用

い
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
、
特
に
認
め
ら
れ
る
も
の
と
愚
考
し
て
い
る
が
、

今
後
な
お
検
討
し
た
い
。



＊
「
好
」
（
漢
語
）

　
こ
こ
で
漢
語
「
好
」
に
っ
い
て
少
し
考
え
た
い
が
、
こ
れ
を
漢
和
辞
典
類
で

見
る
と
き
、
そ
の
意
味
・
用
法
と
し
て
、
だ
い
た
い
、
形
容
詞
的
用
法
倒
と
動

詞
的
用
法
旧
が
あ
る
。
そ
の
用
例
と
し
て
、
前
者
（
形
容
詞
的
用
法
倒
）
は
、

・
作
二
此
好
歌
↓
（
詩
『
小
雅
』
何
人
斯
）

・
難
レ
無
二
好
友
一
、
式
燕
且
喜
。
　
（
詩
『
小
雅
』
車
．
嚢
・
）

・
新
葉
多
爵
陰
｛
初
甥
有
二
佳
色
↓
（
『
白
居
易
』
晩
涼
詩
）

の
よ
う
で
あ
っ
て
、
　
「
美
し
い
・
よ
い
」
の
意
味
で
あ
り
、
語
源
と
し
て
は
、

「
一
解
圭
会
意
。
女
と
子
と
か
ら
成
り
、
若
い
女
の
美
し
さ
の
意
。
ひ
い
て
、

こ
の
ま
し
い
、
こ
の
む
、
よ
い
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
巧
に
通
用
す
る
。
」

（
『
角
川
中
辞
典
』
）
の
ご
と
く
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
後
者
（
動
詞
的
用
法
Ｇ
オ
）
は
、

・
父
信
レ
譲
而
不
レ
好
。
（
『
楚
辞
』
九
章
、
惜
謂
）

・
人
之
好
レ
我
。
（
詩
『
小
雅
』
鹿
鳴
）

・
惟
仁
者
能
好
！
人
、
能
悪
レ
人
。
（
『
論
語
』
里
仁
）

・
舜
宣
王
好
レ
射
。
（
『
呂
覧
』
墾
塞
）

の
よ
う
で
あ
っ
て
、
だ
い
た
い
目
的
語
を
と
っ
て
他
動
詞
的
に
用
い
ら
れ
、
前

述
の
「
こ
の
む
」
に
近
い
意
味
で
あ
り
、
語
源
と
し
て
は
、
二
な
り
た
ち
一
会
意
。

女
が
子
を
い
っ
く
し
ん
で
い
る
さ
ま
に
よ
り
、
い
っ
く
し
む
、
ひ
い
て
『
こ
の

　
　
　
　
　
「
す
く
」
（
好
）
「
こ
の
む
」
（
好
）
か
ら
見
た
長
明
と
兼
好

む
』
『
よ
い
』
の
意
を
表
わ
す
。
」
（
『
角
川
新
辞
源
』
）
の
ご
と
く
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
和
語
の
「
す
く
」
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
初
期
に
は
、
い
わ
ゆ

る
目
的
語
な
ど
と
ら
ず
没
我
的
た
「
愛
」
の
意
が
認
め
ら
れ
る
が
、
漢
語
「
好
」

は
殆
ど
目
的
語
を
と
っ
て
お
り
、
「
我
」
と
「
対
象
（
汝
）
」
の
対
立
的
意
義
が

認
め
ら
れ
、
こ
の
点
か
ら
も
、
和
語
の
「
す
く
」
よ
り
も
「
こ
の
む
」
の
方
が
、

漢
語
「
好
」
の
意
に
近
く
て
、
ま
ず
そ
の
訓
と
な
っ
た
も
の
と
愚
考
さ
れ
る
。

し
か
も
、
和
語
の
「
す
く
」
に
も
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
目
的
語
（
「
ヲ
」
格
）
を

と
る
例
が
前
述
の
ご
と
く
現
わ
れ
て
き
て
、
　
「
こ
の
む
」
の
意
味
・
用
法
に
接

近
し
て
ゆ
き
、
結
局
「
好
」
字
を
「
す
く
」
と
も
訓
む
よ
う
に
な
っ
た
。
か
く

し
て
漢
語
「
好
」
は
、
「
す
く
」
「
こ
の
む
」
と
い
う
徴
妙
な
差
異
の
あ
る
両
訓

を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
と
愚
考
す
る
。

　
そ
れ
で
、
例
え
ぱ
「
好
好
」
の
語
の
意
義
に
し
て
も
、
漢
語
で
は
、
ｅ
喜
ぶ

さ
ま
。
ｅ
甚
だ
よ
い
。
ｅ
よ
い
者
を
好
む
。
（
『
大
漢
和
辞
典
』
）
で
あ
る
が
、
和

語
で
は
、
「
す
き
こ
の
む
」
と
訓
み
、
　
「
好
」
の
「
す
く
」
ま
た
「
こ
の
む
」

と
い
う
デ
リ
ケ
ー
ト
な
両
意
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
語
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
８
）

「
が
」
と
「
は
」
、
ま
た
「
い
は
ん
や
」
と
「
ま
し
て
」
な
ど
、
徴
妙
な
使
い

分
げ
が
あ
る
が
、
そ
れ
と
似
て
い
る
も
の
と
思
う
。

　
次
に
、
前
述
目
本
語
の
「
色
ご
の
み
」
「
す
き
者
」
と
関
わ
っ
て
、
漢
語
「
好

色
」
の
意
味
・
用
法
に
っ
い
て
少
々
考
え
た
い
。
ま
ず
「
好
色
」
の
「
好
」
が

形
容
詞
的
用
法
倒
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



　
　
　
　
　
「
す
く
」
（
好
）
「
こ
の
む
」
（
好
）
か
ら
見
た
長
明
と
兼
好

・
好
色
人
之
所
。
欲
也
。
妻
二
帝
之
二
女
一
、
而
不
。
足
二
以
解
ヴ
憂
。

　
（
『
孟
子
』
万
章
上
）

・
目
不
レ
得
二
好
色
一
、
耳
不
レ
得
二
音
声
一
（
『
荘
子
』
至
楽
）

・
夫
人
之
好
色
、
非
三
脂
粉
所
二
能
飾
↓
（
『
新
語
』
本
行
）

の
ご
と
く
「
美
し
い
色
・
美
人
」
の
意
で
あ
り
、
ま
た
「
色
を
こ
の
む
」
意
の

動
詞
的
用
法
Ｇ
オ
の
も
の
と
し
て
は
、

・
吾
未
。
見
二
好
レ
徳
如
レ
好
。
色
者
一
也
。
（
『
論
語
』
子
竿
）

・
寡
人
有
レ
疾
、
寡
人
好
レ
色
。
（
『
孟
子
』
梁
恵
王
上
）

・
寡
人
有
二
汚
行
一
不
幸
而
好
レ
色
。
（
『
管
子
』
小
匡
）

の
よ
う
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
中
国
語
「
好
色
」
は
、
前
述
の
、
道
徳
面
を
一

応
切
り
離
し
た
目
本
的
情
趣
の
場
合
（
む
し
ろ
宗
教
と
関
わ
る
）
と
は
異
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
９
）

倫
理
道
徳
と
も
関
わ
っ
て
総
合
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
好
色
」

は
自
然
の
欲
情
と
し
て
や
む
を
え
ず
、
ま
た
適
当
に
必
要
な
も
の
で
あ
っ
て
、

「
好
色
不
レ
溜
」
（
好
色
で
は
あ
る
が
、
み
だ
ら
で
な
い
。
詩
経
の
国
風
の
評

語
）
の
ご
と
く
、
道
徳
に
準
じ
得
る
と
と
も
に
、
ま
た
「
好
色
必
悪
心
」
の
ご

と
く
徳
に
そ
む
く
欠
点
を
も
有
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
、
と
愚
考
す
る
。

二
、
「
す
く
」
「
こ
の
む
」

の
語
か
ら
見
た
長
明
と
兼
好

０
Ｄ
両
語
に
対
す
る
長
明
・
兼
好
の
価
値
評
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

　
ま
ず
長
明
の
場
合
は
、
「
こ
の
む
」
の
語
も
「
好
ま
し
い
」
意
の
文
脈
で
、

・
二
条
院
和
歌
こ
の
ま
せ
お
は
し
ま
し
げ
る
時
、
…
…
（
『
無
名
抄
』
一
〇
）

・
さ
て
、
な
に
ご
と
を
も
好
む
ほ
ど
に
、
そ
の
道
に
す
ぐ
れ
ぬ
れ
ぱ
、
…
…
（
同
、

　
一
三
）

・
い
み
じ
き
こ
と
な
り
。
昔
、
色
ご
の
み
の
わ
ざ
と
も
こ
の
み
て
し
げ
る
わ
ざ

　
な
り
。
（
同
、
三
五
）

・
ま
し
て
歌
は
心
ざ
し
を
の
べ
、
耳
を
よ
ろ
こ
ぱ
し
め
む
た
め
な
れ
ぱ
、
時
の

　
人
の
翫
び
好
ま
ん
に
過
ぎ
た
る
事
や
は
侍
る
べ
き
。
　
（
同
、
六
七
）

の
ご
と
く
多
く
用
い
ら
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
数
こ
そ
少
な
い
が
、

長
明
は
、
「
す
く
」
（
意
味
内
容
な
ど
含
む
）
の
方
を
、
心
情
・
心
底
的
な
状
態

表
現
、
っ
ま
り
、
本
質
・
根
本
的
、
絶
対
的
な
こ
と
と
し
て
、
　
「
こ
の
む
」
よ

り
重
ん
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
「
騒
々
し
い
歌
会
」
に
っ
い
て
述

べ
た
と
こ
ろ
の
、

・
…
…
た
か
く
詠
ず
る
を
よ
き
こ
と
と
て
、
く
び
す
ぢ
を
い
ら
ら
か
し
、
声
を

　
よ
り
あ
げ
た
る
さ
ま
な
ど
、
い
み
じ
う
心
づ
き
な
し
。
す
べ
て
に
ぎ
は
は
し

　
き
に
っ
げ
て
も
、
し
な
な
く
や
さ
し
か
る
に
っ
げ
て
も
、
わ
ざ
と
び
た
り
。

地
に
は
人
の
心
の
底
ま
で
す
か
ず
し
て
、
た
だ
人
ま
ね
に
道
を
こ
の
む
ゆ
ゑ

　
な
め
り
と
ぞ
。
（
『
無
名
抄
』
五
四
）

の
例
文
や
、

・
頼
政
道
に
す
げ
る
事



　
俊
恵
云
く
、
頼
政
郷
は
、
　
い
み
じ
か
り
し
歌
仙
な
り
。
心
．
ｏ
毛
．
■
．
支
で
歌

　
に
な
り
か
へ
り
て
、
常
に
是
を
わ
す
れ
ず
。
心
に
か
げ
フ
プ
、
鳥
の
：
戸
な

　
き
、
風
の
そ
そ
と
ふ
く
に
も
、
…
－
・
（
同
、
五
六
）

に
お
い
て
、
　
「
心
の
そ
こ
ま
で
」
「
心
に
１
か
げ
っ
っ
」
な
ど
の
文
句
と
と
も
に

「
す
く
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
右
前
例
の
騒
々
し
く
て
よ
く
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

歌
会
を
「
た
だ
人
ま
ね
に
道
を
こ
の
む
ゆ
ゑ
」
と
し
て
い
る
文
意
・
文
脈
に
１
よ

っ
て
も
、
明
ら
か
で
あ
る
と
愚
考
さ
れ
る
。

　
し
か
し
て
、
「
す
く
」
の
連
用
彬
か
ら
名
詞
化
し
た
「
す
き
」
（
数
寄
）
は
、

長
明
の
場
合
、
次
の
ご
と
く
、
文
芸
ま
た
宗
教
的
に
非
常
に
重
視
さ
れ
て
お
り
、

彼
が
特
に
「
す
き
も
の
長
明
」
と
呼
ぱ
れ
る
所
以
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

す
た
わ
ち
、
彼
の
歌
論
書
『
無
名
抄
』
で
は
、
文
芸
（
和
歌
）
に
執
心
す
る

「
す
き
」
や
「
す
き
も
の
」
が
賞
揚
さ
れ
、

・
…
…
我
よ
め
る
歌
、
　
「
い
っ
も
初
音
の
心
ち
こ
そ
す
れ
」
と
い
ふ
歌
を
、
こ

　
こ
か
し
こ
に
て
う
た
は
せ
け
れ
ぱ
、
時
の
人
、
　
「
有
り
が
た
き
す
き
人
」
と

　
た
ん
い
ひ
げ
る
。
　
（
二
八
）

・
頼
実
数
寄
事

左
衛
門
の
尉
く
ら
人
頼
実
は
、
い
み
じ
き
す
き
物
な
り
。
和
歌
に
心
ざ
し
深

　
く
し
て
、
…
：
・
（
七
六
）

。
：
．
歌
枕
と
も
見
ん
と
て
、
す
き
に
こ
と
よ
せ
て
、
あ
っ
ま
の
方
へ
行
き
げ

り
。
（
七
七
）

　
　
　
　
　
「
す
く
」
（
好
）
「
こ
の
む
」
（
好
）
か
ら
見
た
長
明
と
兼
好

の
ご
と
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
彼
の
宗
教
的
説
話
集
『
発
心
集
』
で
は

特
に
、。

時
光
、
茂
光
、
数
寄
天
聴
に
及
ぶ
事

　
　
…
三
」
れ
ら
を
思
へ
ぱ
、
こ
の
世
の
こ
と
思
ひ
捨
て
ん
こ
と
も
、
数
寄
は
、

　
殊
に
便
り
と
な
り
ぬ
べ
し
。
　
（
第
六
、
七
〇
）

。
、
心
に
染
み
つ
つ
こ
の
歌
を
詠
じ
て
は
、
泣
く
泣
く
尊
勝
陀
羅
尼
を
読
み

　
て
ぞ
後
世
を
弔
ふ
。
又
詠
め
て
は
、
さ
き
の
ご
と
く
諦
す
。
…
…
い
み
じ
か

　
り
げ
る
数
寄
も
の
な
り
か
し
。
…
－
・
中
に
も
数
寄
と
云
ふ
は
、
人
の
交
は
り

　
を
好
ま
ず
身
の
し
づ
め
る
を
も
愁
へ
ず
、
花
の
咲
き
散
る
を
あ
は
れ
み
、
月

　
の
出
入
を
思
ふ
に
付
け
て
、
常
に
心
を
澄
ま
し
て
、
世
の
濁
り
に
し
ま
ぬ
を

　
事
と
す
れ
ぱ
、
お
の
づ
か
ら
生
減
の
こ
と
わ
り
も
顕
は
れ
、
名
利
の
余
執
っ

　
き
ぬ
べ
し
。
こ
れ
、
出
離
解
脱
の
門
出
に
侍
る
べ
し
。
…
…
か
の
蓮
如
と
い

　
ふ
数
寄
聖
、
も
と
よ
り
情
深
き
心
に
て
、
い
と
悲
し
く
覚
え
げ
れ
ど
、
…
…

　
（
第
六
、
七
一
）

の
ご
と
く
、
「
す
き
」
（
数
寄
）
は
「
清
深
き
と
こ
ろ
」
を
逆
転
的
に
生
か
し
て
、

そ
の
風
流
的
執
心
・
執
着
を
も
離
れ
る
大
切
な
宗
教
的
解
脱
へ
の
入
門
と
し
て

　
　
　
　
　
　
（
注
１
０
）

重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
れ
は
、
彼
の
生
き
た
平
安
末
、
五
大
災
厄
（
方
丈
記
）
や
源
平

合
戦
な
ど
、
時
代
転
換
期
の
混
沌
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
末
法
の
醜
い
不
安
な
世

に
お
い
て
、
情
に
１
も
ろ
く
凝
り
性
で
執
念
的
な
彼
が
、
特
に
父
の
死
後
、
苦
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
　
　
　
　
「
す
く
」
（
好
）
「
こ
の
む
」
（
好
）
か
ら
見
た
長
明
と
兼
好

　
　
　
◎

い
や
苦
悩
の
連
続
す
る
生
活
で
、
い
く
ら
努
力
し
て
も
努
力
し
て
も
今
一
歩
の

と
こ
ろ
で
失
敗
、
厳
し
く
自
已
を
反
省
・
追
求
し
な
が
ら
「
っ
ひ
に
短
き
運
を

悟
り
ぬ
。
」
と
の
自
覚
に
ま
で
達
し
た
こ
と
、
つ
ま
り
彼
が
、
自
已
を
む
き
出

し
に
し
て
有
頂
天
に
な
り
他
人
に
っ
げ
込
ま
れ
や
す
く
、
　
「
切
り
替
え
」
が
下

手
で
場
面
々
々
に
適
当
に
う
ま
く
応
じ
に
く
い
性
格
で
、
余
裕
も
少
た
く
対
象

（
物
）
の
動
き
に
動
じ
執
わ
れ
な
が
ら
、
し
か
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
自
已
を

徹
底
的
に
反
省
・
追
求
し
、
何
か
確
か
た
も
の
を
他
力
的
に
求
め
よ
う
と
し
て

い
た
こ
と
と
関
わ
っ
て
い
る
、
と
愚
考
す
る
が
、
こ
れ
は
結
局
ま
た
、
前
述

「
す
く
」
の
語
の
性
格
と
も
一
脈
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
次
に
兼
好
の
場
合
は
、
『
徒
然
草
』
に
「
す
く
」
「
こ
の
む
」
両
語
と
も
見
ら

れ
る
が
、
　
「
こ
の
む
」
の
方
が
多
く
、
　
「
す
く
」
は
二
例
だ
げ
、
そ
れ
も
「
す

く
」
（
そ
の
意
味
内
容
も
含
む
）
は
、

・
よ
き
人
は
、
ひ
と
へ
に
好
げ
る
さ
ま
に
も
見
え
ず
、
興
ず
る
さ
ま
も
等
閑
な

　
り
。
片
田
舎
の
人
こ
そ
、
色
こ
く
万
は
も
て
興
ず
れ
。
（
ニ
ニ
七
段
）

・
若
き
時
は
、
血
気
内
に
余
り
、
心
物
に
動
き
て
、
情
欲
多
し
。
・
…
色
に
耽

　
引
情
に
め
で
、
行
ひ
を
深
く
し
て
、
…
…
好
げ
る
方
に
心
ひ
き
て
、
永
き
世

　
語
り
と
も
な
る
。
身
を
誤
っ
事
は
、
若
き
時
の
し
わ
ざ
た
り
。
（
一
七
二
段
）

の
よ
う
に
、
無
教
養
・
無
分
別
・
無
思
慮
の
意
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
低
く

価
値
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
こ
の
む
」
（
意
味
内
容
も
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

は
、
分
別
的
・
文
化
的
た
も
の
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
も
、

・
真
乗
院
に
、
盛
親
僧
都
と
て
、
や
ん
ご
と
た
き
智
者
あ
り
げ
り
。
芋
頭
と
い

　
ふ
物
を
好
み
て
、
多
く
食
ひ
げ
り
。
（
六
〇
段
）

の
「
や
ん
ご
と
な
き
智
者
」
の
場
合
の
よ
う
た
、
よ
い
意
味
．
文
脈
に
用
い
ら

れ
る
こ
と
は
稀
で
、
多
く
は
、

・
…
…
上
達
部
・
殿
上
人
、
上
ざ
ま
ま
で
お
し
な
べ
て
、
武
を
好
む
人
多
か
り
。

　
…
－
そ
の
家
に
あ
ら
ず
は
、
好
み
て
益
た
き
こ
と
な
り
。
（
八
○
段
）

・
堀
川
相
国
は
、
美
男
の
た
の
し
き
人
に
て
、
そ
の
こ
と
と
た
く
過
差
を
好
み

　
給
ひ
げ
り
。
…
…
（
九
九
段
）

◎
「
囲
碁
・
双
六
好
み
て
明
か
し
暮
ら
す
人
は
、
四
重
・
五
逆
に
も
ま
さ
れ
る

　
悪
事
と
ぞ
思
ふ
」
と
、
或
ひ
じ
り
の
申
し
し
事
、
耳
に
止
ま
り
て
、
い
み
じ

　
く
覚
え
侍
り
。
（
一
一
一
段
）

の
ご
と
く
よ
く
な
い
文
意
・
文
脈
の
中
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
「
よ
し
．

悪
し
」
は
結
局
、
　
「
何
を
こ
の
む
」
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
が
、
と
も
か
く
、
こ

の
「
こ
の
む
」
の
語
は
、
対
象
物
中
か
ら
何
か
を
分
別
的
に
取
り
上
げ
、
そ
こ

か
ら
「
よ
し
・
悪
し
」
が
決
ま
る
も
の
と
し
て
、
　
『
徒
然
草
』
で
重
要
視
さ
れ

て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
ま
た
、
例
の
「
色
こ
の
む
」
に
つ
い
て
は
特
に
、

・
万
に
い
み
じ
く
と
も
、
色
好
ま
ざ
ら
ん
男
は
、
い
と
さ
う
ざ
う
し
く
、
玉
の

　
盾
の
当
た
き
心
地
ぞ
す
べ
き
。
…
－
（
三
段
）



・
男
女
の
情
も
、
ひ
と
へ
に
逢
ひ
見
る
を
ぱ
言
ふ
も
の
か
は
。
逢
は
で
止
み
に

　
し
憂
さ
を
思
ひ
、
あ
だ
た
る
契
り
を
か
こ
ち
、
長
き
夜
を
ひ
と
り
明
か
し
、

遠
き
雲
井
を
思
ひ
ゃ
り
、
浅
茅
が
宿
に
昔
を
偲
ぶ
こ
そ
、
色
好
む
と
は
言
は

　
め
。
…
…
（
二
二
七
段
）

な
ど
と
し
て
、
「
す
き
」
（
好
色
）
的
行
動
を
も
分
別
自
覚
的
に
、
余
裕
を
も
っ

て
適
切
・
程
々
に
す
る
の
が
よ
い
、
と
い
っ
た
意
味
・
文
脈
で
用
い
て
い
る
。

そ
れ
で
、
こ
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
た
兼
好
は
、
い
か
に
も
尊
の
ご
と
く

艶
書
・
艶
歌
の
代
作
も
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
前
述
の
長
明
に
は
で
き
な
い

と
こ
ろ
と
愚
考
さ
れ
る
。

　
し
か
し
て
、
こ
の
よ
う
に
兼
好
が
分
別
的
た
「
こ
の
む
」
を
重
視
し
、
「
す

く
」
を
低
く
見
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
　
　
そ
れ
は
、
彼
の
生
き
た
時
代

が
長
明
よ
り
約
百
年
後
、
一
般
に
、
京
都
と
鎌
倉
、
公
家
と
武
士
な
ど
勢
力
二

分
し
て
抗
争
し
、
去
就
な
ど
の
適
切
・
自
主
的
な
判
断
に
追
わ
れ
る
南
北
朝
前

後
の
混
乱
の
世
で
あ
り
、
ま
た
彼
個
人
と
し
て
も
、
愛
顧
を
受
け
た
後
宇
多
院

崩
御
後
、
あ
ち
こ
ち
に
１
対
す
る
気
苦
労
・
不
本
意
な
生
活
の
中
で
、
長
明
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
　
　
　
ｏ

異
な
り
、
極
端
に
凝
る
よ
り
も
、
あ
れ
も
こ
れ
も
兼
ね
好
む
、
程
々
を
重
ん
じ

る
傾
向
の
彼
が
、
場
面
処
理
「
切
り
替
え
」
の
上
手
な
性
格
、
し
か
も
悟
淡

と
し
て
余
裕
が
あ
り
、
対
象
（
物
）
の
動
き
に
執
わ
れ
ず
動
ぜ
ず
達
観
す
る
自

主
的
な
性
格
と
し
て
い
よ
い
よ
磨
か
れ
て
い
っ
た
た
め
と
愚
考
す
る
が
、
こ
れ

も
結
局
、
長
明
が
「
す
く
」
の
語
の
性
格
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
と
は

　
　
　
　
　
「
す
く
」
（
好
）
「
こ
の
む
」
（
好
）
か
ら
見
た
長
明
と
兼
好

対
照
的
に
、
兼
好
の
場
合
は
、
　
「
こ
の
む
」
の
語
の
「
分
別
・
理
性
的
、

的
な
性
格
」
と
一
脈
通
じ
る
と
こ
ろ
が
認
め
ら
れ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

主
体

似
両
語
に
対
す
る
価
値
評
価
か
ら
見
た
長
明
と
兼
好
の
特
色

　
前
述
の
よ
う
に
、
「
い
ち
ず
・
デ
リ
ケ
ー
ト
な
求
訴
・
執
念
的
性
格
」
の
「
す

く
」
の
語
を
心
情
・
心
底
的
な
こ
と
と
し
て
、
「
こ
の
む
」
の
語
よ
り
も
、
よ

り
重
要
と
価
値
評
価
し
て
い
た
「
す
き
型
」
の
長
明
は
、
や
は
り
自
分
の
苦
し

か
っ
た
遇
去
・
経
歴
を
心
底
よ
り
し
み
じ
み
と
ふ
り
か
え
り
な
が
ら
、
　
『
方
丈

記
』
で
、

・
す
べ
て
世
の
中
の
あ
り
に
く
く
、
わ
が
身
と
栖
と
の
、
は
か
な
く
、
あ
だ
な

　
る
さ
ま
、
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。
い
は
ん
や
、
所
に
よ
り
、
身
の
ほ
ど
に
し

　
た
が
ひ
っ
っ
、
心
を
な
や
ま
す
こ
と
は
、
あ
げ
て
か
ぞ
ふ
べ
か
ら
ず
。

・
す
べ
て
、
あ
ら
れ
ぬ
世
を
念
じ
過
ぐ
し
っ
っ
、
心
を
な
や
ま
せ
る
こ
と
、
三

　
十
余
年
な
り
。
そ
の
間
を
り
を
り
の
た
が
ひ
め
に
、
お
の
づ
か
ら
短
き
運
を

　
さ
と
り
ぬ
。
す
な
は
ち
、
五
十
の
春
を
迎
へ
て
、
家
を
出
で
て
、
世
を
背
け

　
フ
ｏ

の
ご
と
く
「
心
を
次
や
ま
す
」
な
ど
と
述
べ
、
ま
た
そ
の
家
集
『
長
明
集
』
で

も
、
　
「
述
懐
の
こ
こ
ろ
を
」
と
し
て
、

・
奥
山
の
ま
さ
き
の
か
づ
ら
く
り
返
し
ゆ
ふ
と
も
絶
え
じ
堪
へ
ぬ
歎
き
は

・
う
き
な
が
ら
杉
野
の
き
ぎ
す
声
立
て
て
さ
を
ど
る
ぱ
か
り
物
を
こ
そ
思
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



　
　
　
　
　
「
す
く
」
（
好
）
「
こ
の
む
」
（
好
）
か
ら
見
た
長
明
と
兼
好

・
花
ゆ
ゑ
に
か
よ
ひ
し
も
の
を
吉
野
山
心
ぽ
そ
く
も
思
ひ
た
っ
か
な

の
よ
う
に
、
「
堪
へ
ぬ
歎
き
」
「
心
ぽ
そ
く
」
な
ど
と
表
毘
し
て
い
る
。
　
　
そ

も
そ
も
、
「
自
已
意
識
」
と
は
、
「
変
動
的
な
そ
の
も
の
の
内
部
に
、
時
間
的
空

間
的
に
全
面
統
一
的
同
一
性
を
認
め
る
意
識
」
と
愚
考
す
る
が
、
「
す
き
も
の

長
明
」
は
、
自
已
を
空
間
的
よ
り
も
や
は
り
時
間
的
に
把
握
し
、
過
去
を
ふ
り

か
え
り
た
が
ら
詠
歎
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

・
わ
が
身
、
父
か
た
の
祖
母
の
家
を
つ
た
え
て
、
ひ
さ
し
く
か
の
所
に
住
む
。

　
そ
の
後
、
縁
か
げ
て
身
お
と
ろ
へ
、
し
の
ぶ
か
た
が
た
し
げ
か
り
し
か
ど
、

　
っ
ひ
に
あ
と
と
む
る
こ
と
を
得
ず
。
三
十
あ
ま
り
に
し
て
さ
ら
に
わ
が
心
と

　
一
つ
の
庵
を
結
ぶ
。
（
『
方
丈
記
』
）

・
…
…
お
の
ず
か
ら
こ
と
の
便
り
に
都
を
き
げ
ぱ
、
こ
の
山
に
籠
り
ゐ
て
の
ち
、

　
や
む
ご
と
た
き
人
の
か
く
れ
給
へ
る
も
、
あ
ま
た
き
こ
ゆ
。
ま
し
て
そ
の
か

　
ず
な
ら
ぬ
た
ぐ
ひ
、
尽
く
し
て
こ
れ
を
知
る
べ
か
ら
ず
。
た
び
た
び
の
炎
上

　
に
亡
び
た
る
家
、
ま
た
い
く
そ
ぱ
く
ぞ
。
た
だ
仮
の
庵
の
み
の
ど
げ
く
し
て
、

　
恐
れ
た
し
。
…
…
（
同
）

と
し
て
、
自
分
の
過
去
か
ら
玩
在
の
、
比
較
・
反
発
的
、
執
念
・
未
練
的
な
述

懐
を
述
べ
て
お
り
、
な
お
、

・
：
・
－
・
仏
の
教
へ
給
ふ
お
も
む
き
は
、
事
に
ふ
れ
て
、
執
心
た
か
れ
と
な
り
。

　
今
、
草
庵
を
愛
す
る
も
と
が
と
す
。
閑
寂
に
着
す
る
も
、
さ
は
り
た
る
べ
し
。

　
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一

と
し
て
、
そ
の
否
定
・
転
換
、
厳
し
い
反
省
的
告
白
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
ず
か

　
し
か
も
、
い
ち
ず
デ
リ
ヶ
－
ト
な
凝
り
性
の
「
す
き
も
の
長
明
」
は
、
自
ら

「
狂
」
的
、
変
人
・
奇
人
的
に
た
り
が
ち
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
う
思
わ
れ
る
こ

と
を
好
ま
ず
、
た
だ
、
そ
の
よ
う
た
時
に
は
、

・
…
今
、
さ
び
し
き
住
ま
ひ
、
一
問
の
庵
、
み
づ
か
ら
こ
れ
を
愛
す
。
お
の
づ

　
か
ら
都
に
出
で
て
、
身
の
乞
旬
と
な
れ
る
こ
と
を
恥
づ
と
い
へ
ど
も
、
帰
り

　
て
こ
こ
に
を
る
時
は
、
他
の
俗
塵
に
は
す
る
こ
と
を
あ
は
れ
む
。
（
『
方
丈
記
』
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ず
か

の
ご
と
く
、
反
発
的
に
、
自
ら
心
を
慰
め
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
　
『
摩
詞
止
観
』
第
七
章
に
「
…
…
ま
さ
に
徳
を
縮
め
理
を
露
わ
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

狂
を
揚
げ
実
を
隠
し
－
…
・
」
と
あ
る
が
、
長
明
は
、
特
に
狂
を
揚
げ
実
を
隠
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

な
く
て
も
、
地
か
ら
狂
的
で
あ
っ
て
、
実
の
よ
い
と
こ
ろ
、
そ
の
価
直
は
隠
れ

が
ち
と
た
り
、
他
人
に
知
ら
れ
に
く
い
性
格
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
『
方
丈
記
』

に
ょ
っ
て
、
彼
の
没
後
約
四
〇
年
の
『
十
訓
抄
』
で
、
や
っ
と
そ
の
真
価
が
認

め
ら
れ
た
も
の
、
と
愚
考
す
る
。

　
し
か
し
て
『
方
丈
記
』
の
終
章
部
で
は
、

・
…
…
み
づ
か
ら
心
に
と
ひ
て
、
い
は
く
、
世
を
の
が
れ
て
山
林
に
ま
じ
は
る

　
は
、
心
を
修
め
て
道
を
行
は
ん
と
な
り
。
し
か
る
を
汝
、
姿
は
聖
人
に
て
、

　
心
は
濁
り
に
し
め
り
。
栖
は
す
た
は
ち
、
浄
名
居
士
の
あ
と
を
げ
が
せ
り
と

　
い
へ
ど
も
、
た
も
っ
と
こ
ろ
は
、
わ
づ
か
に
周
利
築
特
が
行
ひ
だ
に
及
ぱ
ず
。

　
も
し
こ
れ
、
貧
賎
の
報
い
の
み
づ
か
ら
た
や
ま
す
か
。
は
た
ま
た
、
妄
心
の



　
い
た
り
て
狂
せ
る
か
。

な
ど
と
述
べ
て
い
る
が
、
結
局
彼
は
、
晩
年
で
も
「
す
き
型
」
の
真
撃
模
索
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
　
　
ｏ

徹
底
人
で
あ
り
、
絶
え
ず
心
の
安
定
を
求
め
、
「
自
己
確
立
」
の
否
定
的
追
求

を
し
て
い
る
、
し
か
も
、
そ
う
自
認
し
て
い
る
人
で
あ
っ
て
、
一
般
に
修
業
者

は
「
迷
↓
悟
↓
迷
↓
悟
…
…
」
と
た
る
が
、
彼
は
そ
の
中
で
、
主
に
「
迷
」
の

悲
観
．
反
省
的
心
境
に
立
っ
て
、
「
ま
だ
至
ら
な
い
。
分
か
ら
な
い
。
」
（
『
方
丈

記
』
に
も
、
「
知
ら
ず
」
「
知
る
べ
か
ら
ず
」
の
ご
と
き
文
句
が
散
見
さ
れ
る
。
）

と
し
て
、
「
す
ぐ
れ
た
他
」
を
尊
び
な
が
ら
幟
悔
・
反
省
的
告
白
を
し
、
自
已

否
定
・
転
換
、
他
力
（
信
仰
）
的
向
上
を
図
り
、
自
己
の
真
実
・
誠
を
徹
底
的

に
追
求
し
て
い
る
も
の
、
と
愚
考
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
ｏ

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
彼
の
、
「
す
く
」
の
語
を
重
視
し
て
い
る
と
い
う
観
点
・

角
度
か
ら
眺
め
て
み
て
も
、
そ
れ
な
り
に
、
そ
の
生
活
態
度
や
性
格
た
ど
の
特

色
が
、
よ
り
明
確
・
浮
き
彫
り
に
照
ら
し
出
さ
れ
て
き
た
、
と
私
に
は
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

　
次
に
兼
好
に
っ
い
て
考
え
た
い
。
前
述
の
ご
と
く
「
分
別
・
理
性
的
、
主
体

的
な
性
格
」
の
語
「
こ
の
む
」
を
「
す
く
」
よ
り
も
重
視
す
る
「
こ
の
み
型
」

の
兼
好
も
、
若
い
と
き
は
、
そ
の
『
家
集
』
に
も
、

　
　
　
と
に
か
く
に
思
ふ
こ
と
の
み
あ
れ
ぱ

。
っ
き
も
せ
ぬ
な
み
だ
の
玉
の
な
か
り
せ
ぱ
世
の
う
き
数
に
何
を
と
ら
ま
し

　
　
　
　
　
「
す
く
」
（
好
）
「
こ
の
む
」
（
好
）
か
ら
見
た
長
明
と
兼
好

　
　
　
っ
ら
く
な
り
ゆ
く
人
に

・
い
ま
さ
ら
に
変
る
ち
ぎ
り
と
お
も
ふ
ま
で
は
か
な
く
人
を
た
の
み
げ
る
か
な

な
ど
と
詠
じ
て
、
多
情
多
恨
な
「
す
き
」
的
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、

『
徒
然
草
』
に
お
い
て
は
や
は
り
、

。
万
の
答
あ
ら
じ
と
思
は
ぱ
、
何
事
に
も
ま
こ
と
あ
り
て
、
人
を
分
か
ず
、
う

　
や
う
や
し
く
、
言
葉
少
か
ら
ん
に
は
如
か
じ
。
男
女
・
老
少
・
皆
、
さ
る
人

　
こ
そ
よ
げ
れ
ど
も
、
殊
に
、
若
く
、
か
た
ち
よ
き
人
の
、
言
う
る
は
し
き

　
は
、
忘
れ
難
く
、
思
ひ
つ
か
る
る
も
の
な
り
。
万
の
答
は
、
馴
れ
た
る
さ

　
ま
に
上
手
め
き
、
所
得
た
る
気
色
し
て
、
人
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
に
あ
り

　
（
二
三
三
段
）

の
ご
と
く
、
分
別
的
に
よ
く
わ
き
ま
え
た
処
世
法
を
丁
寧
に
説
い
て
い
る
。

　
そ
れ
で
彼
は
、
長
明
の
よ
う
な
「
狂
」
的
、
変
人
・
奇
人
的
と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
広
く
達
観
し
て
い
て
、
　
『
徒
然
草
』
一
九
四
段
の
「
達
人
の
、
人
を
見

る
眼
は
、
少
し
も
誤
る
と
こ
ろ
あ
る
べ
か
ら
ず
…
…
』
の
「
達
人
」
に
も
、
兼

好
自
ら
の
こ
と
を
も
含
ま
せ
て
い
る
と
も
思
わ
れ
る
も
の
の
、
次
の
ご
と
く
、

三
十
二
段
ま
で
の
、
い
わ
ゆ
る
第
一
部
（
清
緒
的
た
箇
所
）
で
は
あ
る
が
、
体

裁
・
移
を
重
ん
じ
て
、

。
人
は
、
か
た
ち
・
あ
り
さ
ま
の
す
ぐ
れ
た
ら
ん
こ
そ
、
あ
ら
ま
ほ
し
か
る
べ

　
げ
れ
、
物
う
ち
言
ひ
た
る
、
聞
き
に
く
か
ら
ず
、
愛
敬
あ
り
て
、
言
葉
多
か

　
ら
ぬ
こ
そ
、
飽
か
ず
向
は
ま
ほ
し
げ
れ
…
…
（
『
徒
然
草
』
一
段
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二



　
　
　
　
　
「
す
く
」
（
好
）
「
こ
の
む
」
（
好
）
か
ら
見
た
長
明
と
兼
好

な
ど
と
述
べ
た
り
、
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
み
ち

・
－
・
…
目
暮
れ
、
塗
遠
し
。
吾
が
生
既
に
蹉
駝
た
り
。
諸
縁
を
放
下
す
べ
き
時

　
な
り
。
信
を
も
守
ら
じ
。
礼
儀
を
も
思
は
じ
。
こ
の
心
を
も
得
ざ
ら
ん
人
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し

　
物
狂
ひ
と
杢
言
へ
、
う
つ
つ
な
し
、
情
な
し
と
も
思
へ
。
毅
る
と
も
苦
し
ま

　
じ
。
誉
む
と
も
聞
き
入
れ
じ
。
（
同
、
一
一
二
段
）

と
言
っ
て
、
自
己
確
立
（
達
成
）
の
、
自
信
あ
り
げ
な
、
物
狂
い
的
「
開
き
直

り
」
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
て
彼
は
、
い
わ
ゆ
る
「
物
狂
い
」
的
な
僧
に
つ
い
て
も
、
例
え
ほ
増

賀
ひ
じ
り
の
こ
と
な
ど
も
、
長
明
の
『
発
心
集
』
と
は
異
な
り
、
た
だ
概
観
的

結
果
・
外
面
的
大
要
だ
げ
あ
げ
て
、
具
体
的
内
面
的
経
過
な
ど
殆
ど
述
べ
て
は

い
な
い
。
ま
た
、
自
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
長
明
と
は
異
な
り
、
具
体
的
な

餓
悔
反
省
的
告
白
よ
り
も
、

・
八
つ
に
な
り
し
年
、
父
に
問
ひ
て
云
は
く
、
　
「
仏
は
如
何
な
る
も
の
に
か
侯

　
ふ
ら
ん
」
と
云
ふ
。
父
が
云
は
く
、
　
「
仏
に
は
、
人
の
成
り
た
る
た
り
」
と
。

　
ま
た
問
ふ
、
…
…
「
問
ひ
詰
め
ら
れ
て
、
え
答
え
ず
な
り
侍
り
っ
」
と
、

　
（
父
）
諸
人
に
語
り
て
興
じ
き
。
（
『
徒
然
草
』
二
四
三
段
）

の
よ
う
に
幼
少
時
の
誇
示
的
追
憶
談
と
た
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
　
「
心
」
に
つ
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
「
心
の
苦
し
み
」
に
つ
い
て
は
殆

ど
触
れ
ず
、

・
・
…
－
虚
空
よ
く
物
を
容
る
。
我
等
が
心
に
念
々
の
ほ
し
き
ま
ま
に
来
り
浮
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

　
も
、
心
と
い
ふ
も
の
の
な
き
に
や
あ
ら
ん
。
心
に
主
あ
ら
ま
し
か
ぱ
、
胸
の

　
中
に
、
若
干
の
事
は
入
り
来
ら
ざ
ら
ま
し
。
（
『
徒
然
草
』
二
三
五
段
）

の
ご
と
く
、
　
「
心
」
を
自
主
的
に
保
っ
こ
と
の
む
ず
か
し
さ
な
ど
を
教
訓
解
説

的
に
述
べ
て
い
る
。
し
か
も
、
　
「
自
己
」
に
つ
い
て
も
、

・
道
を
学
す
る
人
、
夕
に
は
朝
あ
ら
む
事
を
思
ひ
、
朝
に
は
夕
あ
ら
む
事
を
思

　
ひ
て
、
重
ね
て
ね
ん
ご
ろ
に
修
せ
ん
こ
と
を
期
す
。
況
ん
や
一
刹
那
の
中
に

　
お
い
て
、
解
怠
の
心
あ
る
事
を
知
ら
ん
や
。
何
ぞ
、
た
だ
今
の
一
念
に
お
い

　
て
、
直
ち
に
す
る
事
の
甚
だ
難
き
。
（
『
徒
然
草
』
九
二
段
）

の
よ
う
に
、
過
去
の
自
分
よ
り
も
、
　
「
只
今
の
自
己
」
を
見
つ
め
よ
と
説
い
下

お
り
、
ま
た
「
月
花
」
に
っ
い
て
も
、
　
「
す
べ
て
月
花
を
ぱ
、
さ
の
み
目
に
て

見
る
も
の
か
は
。
」
（
『
徒
然
草
』
一
九
段
）
た
ど
と
言
い
、
現
存
の
「
月
花
」

を
遠
く
か
ら
観
念
的
に
偲
ぶ
の
を
よ
し
と
し
て
、
長
明
の
よ
う
に
眼
前
の
事
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
４
参
）

を
た
よ
り
に
彼
方
に
浄
土
な
ど
を
追
求
的
に
観
念
し
よ
う
と
は
、
余
り
し
て
い

な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
前
述
の
、
分
別
・
理
性
的
・
主
体
的
性
格
の
意

を
有
す
る
「
こ
の
む
」
を
尊
重
し
て
い
る
『
徒
然
草
』
で
の
兼
好
は
、
練
達
．

達
観
の
徹
底
し
た
、
そ
し
て
「
心
」
の
安
定
・
「
自
已
確
立
」
を
既
に
達
成
し

た
、
少
く
と
も
、
そ
う
自
認
し
て
い
る
人
で
あ
っ
て
結
局
、
前
述
の
「
迷
↓

悟
↓
迷
↓
悟
…
…
」
と
な
る
、
そ
の
中
の
、
主
に
「
悟
」
の
悟
淡
た
る
心
境
に

立
っ
て
、
「
自
分
は
も
う
悟
っ
た
。
分
か
っ
た
。
」
と
見
下
さ
ん
ぱ
か
り
自
信
あ



り
げ
に
語
る
、
肯
定
的
自
己
拡
充
、
自
力
的
向
上
を
図
っ
て
い
る
姿
勢
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
こ
と
は
、
　
『
徒
然
草
』
七
四
段
の
、

・
…
－
身
を
養
ひ
て
、
何
事
を
か
待
っ
。
期
す
る
処
、
た
だ
、
老
と
死
と
に
あ

　
り
。
そ
の
来
る
事
速
か
に
し
て
、
念
々
の
間
に
止
ま
ら
ず
。
こ
れ
を
待
っ
間
、

　
何
の
楽
し
び
か
あ
ら
ん
。
惑
へ
る
老
は
、
こ
れ
を
恐
れ
ず
。
名
利
に
溺
れ
て

　
先
途
の
近
き
事
を
顧
み
ね
は
な
り
、
愚
か
な
る
人
は
、
ま
た
、
こ
れ
を
悲
し

　
ぶ
。
常
住
な
ら
ん
こ
と
を
思
ひ
て
変
化
の
理
を
知
ら
ね
ぱ
な
り
。

に
お
い
て
も
明
ら
か
で
あ
る
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
本
段
の
「
惑
へ
る
者
」
は

無
智
な
俗
人
で
あ
る
が
、
「
愚
か
な
る
人
」
は
一
応
の
道
理
は
知
っ
た
人
と
考

え
ら
れ
、
し
か
も
兼
好
は
、
そ
の
前
者
を
「
こ
れ
を
恐
れ
ず
」
、
後
者
を
「
刻

た
、
こ
れ
を
悲
し
ぶ
」
と
し
て
、
と
も
に
不
可
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
他
を
も

把
握
し
分
別
的
に
見
下
さ
ん
と
ぱ
か
り
の
、
彼
の
自
信
を
私
は
感
じ
る
。

し
か
し
て
こ
れ
は
、
安
良
岡
康
作
氏
『
徒
然
草
全
注
釈
』
に
、
本
段
に
１
っ
い
て
、

・
…
…
兼
好
の
立
場
は
、
世
人
の
四
方
に
馳
求
し
、
営
々
と
し
て
生
活
を
続
げ

　
る
あ
り
さ
ま
を
、
宗
教
的
な
高
い
立
場
か
ら
見
お
ろ
し
て
、
そ
れ
に
仮
借
な

　
く
批
判
の
鞭
を
加
え
て
い
る
と
い
っ
た
趣
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
そ

　
の
意
味
で
、
彼
の
到
達
し
た
境
地
と
熟
し
た
信
念
が
現
わ
れ
て
い
る
と
言
え

　
よ
う
。

と
解
説
さ
れ
て
い
て
、
確
か
な
一
つ
の
裏
付
け
を
得
た
思
い
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
「
す
く
」
（
好
）
「
こ
の
む
」
（
好
）
か
ら
見
た
長
明
と
兼
好

　
か
く
し
て
、
前
述
の
ご
と
く
、
一
応
類
似
・
共
通
し
た
意
義
を
有
し
た
が
ら
、

微
妙
な
差
異
、
比
較
・
対
蹴
的
な
意
味
・
用
法
を
有
す
る
基
本
的
心
情
語
「
す

く
」
「
こ
の
む
」
に
っ
い
て
、
実
際
に
使
用
す
る
際
、
両
語
を
比
較
し
、
い
ず

れ
を
い
か
に
評
価
・
尊
重
し
て
用
い
て
い
る
か
等
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
と
、

長
明
と
兼
好
の
類
似
し
て
い
る
よ
う
で
比
較
・
対
蹴
的
な
差
異
の
あ
る
、
そ
れ

ぞ
れ
の
態
度
・
性
格
な
ど
が
、
よ
り
明
確
に
照
ら
し
出
さ
れ
浮
き
彫
り
に
さ
れ

て
き
た
よ
う
に
、
私
に
は
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
注
）

（
１
）
　
こ
の
こ
と
は
、
宮
地
敦
子
氏
；
き
ら
ふ
』
『
す
く
』
考
」
（
「
言
語
と
文
芸
」
六
五

　
　
号
）
で
も
述
べ
ら
れ
、
例
外
的
な
用
例
に
対
す
る
検
討
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）
　
『
岩
波
、
古
語
辞
典
』
の
「
コ
ノ
ミ
」
の
項
に
、
「
類
義
語
ス
キ
（
好
）
は
、
気

　
　
に
入
っ
て
そ
れ
に
引
か
れ
、
前
後
の
見
境
も
な
く
、
気
持
・
行
動
が
そ
れ
へ
走
っ

　
　
て
行
く
意
。
」
と
あ
る
。
な
お
、
『
類
聚
名
義
抄
』
に
は
、
「
好
」
に
ス
ク
の
訓
な
く
、

　
一
一
揺
」
に
ム
サ
ポ
ル
・
ス
ク
な
ど
の
訓
が
見
ら
れ
る
。
（
宮
地
敦
子
氏
、
前
掲
の
論
文

　
　
で
指
摘
。
）
ま
た
、
１
す
く
」
の
語
源
に
つ
い
て
は
種
々
あ
げ
ら
れ
る
が
、
本
論
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
’
　
　
　
　
す

　
述
べ
た
そ
の
意
義
よ
り
す
れ
ば
、
「
腹
が
す
く
」
「
食
く
」
な
ど
と
も
関
係
が
あ
る

　
も
の
と
愚
考
さ
れ
る
。

（
３
）
拙
稿
『
国
語
お
よ
び
英
語
に
お
げ
る
主
語
・
主
題
に
つ
い
て
』
（
昭
和
４
２
年
度
、

　
京
都
府
立
学
校
・
研
修
の
報
告
）
に
お
い
て
、
「
が
」
の
こ
と
は
１
５
頁
、
一
、
は
」
の

　
　
こ
と
は
２
０
頁
、
ま
た
７
５
頁
な
ど
に
あ
げ
て
お
い
た
。

（
４
）
　
「
観
念
」
の
意
義
・
用
法
に
。
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
方
丈
記
『
観
念
の
た
よ
り
な

　
き
に
し
も
あ
ら
ず
』
の
解
釈
－
仏
語
『
観
念
』
を
中
心
に
Ｉ
」
（
池
坊
短
期
大

　
学
紀
要
第
十
号
）
で
、
管
見
に
入
っ
た
中
－
国
の
例
ま
た
わ
が
国
古
来
の
用
例
も
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

　
　
　
「
す
く
」
（
好
）
「
こ
の
む
」
（
好
）
か
ら
見
た
長
明
と
兼
好

げ
た
が
ら
述
べ
た
。

　
拙
稿
「
『
狂
言
縛
語
』
と
長
明
の
文
芸
観
（
数
寄
）
　
　
方
丈
記
『
満
沙
弥
が
風

情
云
々
』
と
関
わ
っ
て
－
」
（
池
坊
短
期
大
学
紀
要
第
十
三
号
）
（
５
２
．
５
３
頁
）

で
も
、
和
歌
の
「
対
」
の
こ
と
に
触
れ
て
お
い
た
。

　
『
岩
波
、
古
語
辞
典
』
の
「
好
み
」
の
項
に
「
好
み
　
　
性
分
に
合
う
も
の
を

選
び
と
っ
て
味
わ
う
意
。
」
と
あ
る
。
な
お
、
「
こ
の
む
」
の
語
源
に
つ
い
て
は
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

々
説
が
あ
る
が
、
本
論
で
述
べ
た
そ
の
意
義
よ
り
し
て
、
「
誇
い
祈
む
」
な
ど
の
ご

と
き
も
の
を
愚
考
し
て
い
る
。

　
『
伊
勢
物
語
』
第
六
十
一
段
「
色
好
む
と
い
ふ
す
き
者
」
に
っ
い
て
は
、
岡
本

敬
道
氏
”
「
す
き
」
の
系
譜
『
伊
勢
物
語
』
に
見
る
「
す
き
」
”
（
宇
部
短
期
大
学
学

術
報
告
第
１
６
号
）
の
論
考
が
あ
り
、
「
色
好
む
と
い
ふ
す
き
者
」
の
解
釈
の
諸
説
を

あ
げ
な
が
ら
「
色
好
む
」
と
「
す
き
者
」
の
関
わ
り
を
論
じ
て
お
ら
れ
る
。

　
拙
稿
「
方
丈
記
『
い
は
ん
や
』
『
ま
し
て
』
少
見
　
　
漢
文
の
抑
揚
と
関
わ
り
な

が
ら
１
」
（
『
同
志
杜
国
語
学
論
集
』
所
載
）
に
、
「
い
は
ん
や
」
「
ま
し
て
」
の

徴
妙
た
差
異
に
つ
い
て
述
ぺ
た
。

　
中
国
の
詩
の
政
治
的
・
倫
理
的
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
吉
川
幸
次
郎
述
、
黒
川

洋
一
編
『
中
国
文
学
史
』
（
２
５
～
２
６
頁
）
に
も
説
か
れ
て
い
る
。

　
『
無
名
抄
』
の
数
寄
と
『
発
心
集
』
の
数
寄
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
は
、
前
掲
出

稿
「
『
狂
言
緒
語
』
と
長
明
の
文
芸
観
（
数
寄
）
　
方
丈
記
『
満
沙
弥
ガ
風
情
云

々
』
と
関
わ
っ
て
ー
」
（
池
坊
短
期
大
学
紀
要
第
十
三
号
）
で
述
べ
た
。

一
六

（
付
）
本
稿
の
大
体
の
要
旨
は
、
昭
和
五
十
八
年
九
月
十
七
日
の
仏
教
文
学
会
．
西
部

　
　
例
会
（
大
谷
大
学
に
お
い
て
）
で
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
記
（
旧
姓
、
久
山
）
１
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